
オリンピック・パラリンピック課

総務・企画担当

2893

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B28
東京オリンピック・パラリンピック推進事業費 総務費 県民費 東京オリンピック・パラリンピック推進事業費

なし 宣言項目 11 オリンピック・パラリンピックなどを契機とした地域の活性化

分野施策 061350 スポーツの振興

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 繰 入 金 諸 収 入

決定額 △607,357 50,136 △18,860 △179 △638,454 1,233,175

現計額 1,840,532 111,610 557,192 294 1,171,436

令和 3年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

県民活動推進
費

事 業
期 間

平成26年度～ 根 拠
法 令

SDGsｺﾞｰﾙ

令和 3年度 SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　新型コロナ対策を徹底することで、大会に関わる全て
の人の安心安全を確保し、本県独自イベントや聖火リレ
ーを実施するとともに、「世界に誇れるおもてなし」で
来県者をお迎えする。
（１）東京オリンピック・パラリンピック推進事業管理
　　　運営費　　　    　　　　　　　　△10,797千円
（２）2020オリンピック・パラリンピック／ラグビーワ
　　　ールドカップ2019埼玉県推進委員会事業費　　　
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　△577,700千円
（３）ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策　
　　　事業費　　　　　　　　　　 　　 △18,860千円

（１）事業内容
　　ア　東京オリンピック・パラリンピック推進事業管理運営費　 　　　　　　　  15,525千円（当初   26,322千円）
　　　　庁内推進会議等の運営や県広報紙、ホームページでの情報発信、国・組織委員会・市町村等との調整
　　イ　2020オリンピック・パラリンピック／ラグビーワールドカップ2019埼玉県推進委員会事業費　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  679,318千円（当初1,257,018千円）
　　　(ｱ)気運醸成事業：聖火リレー、広報関連　　　　　　　　　　　　　　　　 527,985千円（当初1,072,386千円）
　　　(ｲ)ボランティア事業：ボランティア活動の運営、環境美化　　　　　   　　 91,897千円（当初   83,572千円）
　　　(ｳ)キャンプ誘致・宿泊対策事業：ホストタウン交流事業　　　　　　　　　　 8,711千円（当初   33,595千円）
　　　(ｴ)推進委員会運営費：総会等の開催、事務局費、報告書、記録映像の作成　  50,725千円（当初   67,465千円）
　　ウ　ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策事業費　　　　　　　　 　 538,332千円（当初　557,192千円）
　　　　ホストタウンや事前トレーニングキャンプ地での新型コロナウイルス感染症対策の実施

（２）事業計画
　　　大会開催期間　オリンピック：2021年7月23日～8月8日　パラリンピック：2021年8月24日～9月5日
　　　大会開催に向け、次の事業を行う
　　　・大会期間中イベント（７～９月）　・聖火リレー（７・８月）　・ボランティア活動の運営（４～９月）
　　　・ホストタウン交流事業の実施（４～９月）　・関係機関等との連絡・調整（随時）

（３）事業効果
　　・オリンピック４競技（バスケットボール、サッカー、ゴルフ、射撃）、パラリンピック１競技（射撃）の会場を抱
　　　える県として、ワンチーム埼玉で準備、受入体制を整えることで、東京大会の成功とレガシーの創出につなげる。
    ・大会に関わる全ての人の安心安全の確保を最優先に、新型コロナウイルス感染症対策に万全を期すとともに、大会
　　　の簡素化を踏まえた事業を実施することにより、新しい時代にふさわしいオリンピック・パラリンピックの実現に
　　　寄与する。

（４）補正予算の概要
　　　イベント中止等の事業見直しによる負担金の減額、経費の削減による減額　　△607,357千円

　 （県10/10)

　　9,500千円×33人＝313,500千円

補正後の
予算額

― 県民生活部 B28 ―
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